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鈍感な爆発性物賓の感度の給合評価

小川坤繋Jr.楠LIJ榔生+

大谷次秘書Jr.八木 昇++.軒水茂堆'小

長近で帆 一般の化学工坊でも多堀薪の掛売催物賃がL取り扱われており,これらの危放牧を

判定する手法の払立が盟まれている.草野らは.鈍也な爆発榔 こも適用できる威度の投合肝伝

法を堆薬した｡この方法FiBAMの H.TreutnJLnnらが提案している方法を基串とし.経 の

一部を当研究室で行っている方法に田きかえたものである｡

この評伝法は,物質に加えるエネルギーの価 と塵灰との関係を開放にできるので,プラン

トの設計や工巻の保安対兼等に有益な資料を与える｡また これによって得られる威舵の投合

評価餌は物質の爆発危険性のラング付けやその物質を取り扱う上での重要なデータとなる｡

本評価法を用いて.ニトt,ベンゼン訴申件の匝換基がL感脚 こ与える彫零を検討し,NOJ基の

増加は爆ごう衝撃感度評価伍が･増加すること,クpl]ニトt,ベンゼンでは Cl基の款が増加し

ても感度には影響しないこと.皿換基が配向性に従って入ると感度が低下すること,p-ニトFT

フェノール類はナトリウム盤となると.熱感度肝併任が増大することなどの結果を得た｡

1. 描 甘

現在の化学工場では,多くの爆発危政性物質を取り

扱っている｡W.Taylorl)は燦雑 物質を.その感度

に応じて,Primaryexplosiyes.SecondaryC3(plo-

sivesならびにTertiazyexplosiyesの3つに分類して

おり.C.H.Jot-anSSOn,P.A.Per砧Onも有杏●-Deto-

nicsoEHigh Explosivcs"でこの分類法を引用してい

る2).PrimaryE王plosiycsはアジ化臥 晋こう噂で

あり.SeeOtldAryExplosivelまTNT,NG,E:'クlJン

脚 である｡TertiaryExpbsivcS は硝安.過密.千

′ニトロトIL･エンのような物質で,通常は非爆発性と

して取扱われているが,条件によっては爆発危険性の

あるものである｡ここで用いられているllExplosivcs'I

は日本でいう火柵 に限らず.すべての爆発性物貨を

意味している｡一般の化学工場で取扱われる爆苑危険

性物矧 ま.日本でいう火薬類のカテゴリに入らぬもの

でありながら,その危険性は火非類と同時あるいはそ

れ以上のものが多い｡これらの非火燕朝危険性物質を
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含む鈍感な爆発性物質 (以後鈍感他物質と呼ぶ)の感

度について畠じてゆきたい.

物質の爆発危険性を評価するためには,多面的な田

並が必要である｡それ故.火薬類の感度や威力直洞べ

るための多碇軒の耐定法が考案されており8).その鈷

架は永年の鼓取に基づいて辞任され 火櫛 の封連や

取扱いに反映されている｡ところが,火薬薪の感皮妖

取の結果は.あるものは定性的に喪示され,定丘的な

ものについても蝉位が相 法によって異なるため.括

柴の相互比故や感度の稔合評伍が内在である｡そこで.

西 ドイツのBAMのH.TreuJnaJlnらは,火工点血成

物の危険性が,臥 枚城的エネIレギ-および樺ごう輔車

に対する感度で評価されるとし,これらの戚肘 こ関す

る各柾の棚 県を点敦で食わす方法 を挺奏 した4)

(以後この方法をBAM方式と称する)｡この方法は大

租ではあるが.火工晶組成物の危険性の比故や格付け

を容易にし,その放扱いや輸送の基準の作成,水遭7'

ラントの安全性の脚 評価等に対し,非常に有効デー

タを与える｡しかし,これを鞄感性物掛 こ適用ナ引こ

棚 がある｡

そこT･,BAM方式をベースにして,紬 の棚 や

方法.評価点の基幹および配点女手正しすることによ

り.鈍感性物質の感度の粕 鼓の時 を作った (以壌

この評価法を当方式と称する)｡さらに,当方式を用

いて,ニトt)ベンゼン訴串体を中心とした各碇の物質

の威皮の評伝位を求め,ニトFZベンゼン済導体に導入

される固換基が感度に及ぼす印 について専頼した｡

KogyoKayaku.VoL41.N0.8.1980 -345-



2. 爆弗感度の抱合押伝法 のそれぞれに対する感度を嗣べる吠故を行い.その冶

2.1 BAM方式l) 巣を点軟で喪わす｡各釈放の点掛 1.7n-ジニ トt,ペ

火工品組成物の危険性を感度によって評価する｡評 ンゼンを0点とし,3柾の感肘 こ対してそれぞれ投荷

価方法は.軌 織枕的エネルギーならびに糠ごう衝撃 100点を与える｡拭故の租板と配点をTBb]elに示す

T8ble1 Tests andm血 umpointsintheclmracterizzLtjon
oEthesafetyhzd inBAN method

Sensitiyity Test MdLLp○in

tScnsiti▼ityAPh叙th ernAI8CtiOn Ⅰpitiontempcn(ure(WOOd'Stncd method)

10紘 CedtLnizt}nga

Lks 10818Ckpydc
rLuse 10Small

gaSnane 10RedgloWin

g steelrDd 10C○znbuti○AdmeiJlaredd○甘iA

gSteeldish 10B血BYiOtLrWhcnhca一eduAdqcD血 em mtiJlagl脚 tubeseA

Id 10AI○AeCndBehAYi○urwhenhealedtJZLdqwnhemmt
inA StCelcnpwith 30yaZylngOP

eningsinthenozzlephte慧 慧 ㌫ 悪 Fricti
ontcst(BAM'Snethod) 50D一〇Ph

nmertest(BAM'smedtod) 503…F.BiLITii.tynTnPj諾t TrBuZrSle&dbIOcktesL 50Ste

cltubede(○nationimpacttest 501"tu2''tu4"tuS::'琵鼠 愚,Fbr=Ot藍:o?.竃 En.Siaeopxg.e"gn:W8ixhi.h5CA

g%W-WaxB.繊城的エネルギーならびに爆ごう衝撃に対する感

度をそれぞれKIA,K.,Kdとした時.

捻合評価伍Gは次式で与える.G-Kl▲+

K..+Kd fl)さらに.個々の感度がm点を越える

場合は,G任にT(棚 ),M

(機械的エネルギー感度)あるいはD(倭ごう節革感度

)の相帯を付ける｡T托umanmらは.可燃物として

乳棒を,酸化対として過盤稚 カlJウム.塩素酸カT

Jサム,萌酸カlJサムあるいは輔酸アンモニウムを用いた

4唖の=成分混合物について,G伍と屯倉比のFq係

を前べた｡その着果,これらのrmには良い相関性が

見られ.予恕通りG位の政大任は氾合物の酸素バランスがOの附近に位

世することからG

位が物質の危放任の尺度として十分使えると考えられ

る｡2.2 当方戎本研究でlも DAM 方式を

基礎にして,鈍感性物質にも適用できることに加えて

.爆発音のような周辺舞舵-の彫亨と抑制することならびにできるだけ日本で 従来から使われている銑攻法を用

いること等を考慮して,El本の現状に合った評価法を作

成した.当方式の柵 をBAM方式と比較して以下に政明する｡

｡発火点執政BAM 方式ではウ･JFメタI

L･式を採用しているが.当方式では,日本において固体僻

売物の発火点紬 によく用いられているクルップ法を採用した｡

｡密閉加点柵BAM 方式ではガラス管法l).′

*ル式銅何故¢)ぉよび鍋耕法丁)を採用している

.当方式では過酸化物の分解の赦しさを嗣べるために阿

井されたオランダ式圧力容等拭敵8)を掩感性物質に

も適用できるように改良して用いた.すなわち.オランダ

式圧力容鮮釈放は故裂掛 こ厚さ0.1mmのAl 板を用い,

破駈 6almとしているが,当方式では坪さ0.01

7mmのAlホイールを破

裂板に使い,破裂圧を0.4SkdcD)とした｡｡機

械的エネルギー感度紬席瀬感度妖故払 BAM 方式のものが･日本のJI

Sとなっており



これを採用した｡

衝撃感度釈放は大型落つい釈放触8)IO)が鈍感性物質

に適しているが.装匿があまりにも大きいので.一般

に普及させることは薙しい｡そこで.J蛤 で定められ

ている方法を採用した｡

｡爆ごう衝撃感度-3t致

BAM 方式で採用されているトラウツル僚とう妖故

を感度紬 として採用することは当方式ではやめた｡

幌 糠拭負については,BAM 方式では10.28お

よび40径の軸管 を用い.8号tB免官管と-キソーゲ

ン伝爆薬を起爆に用いている｡筋曹らはすlJル輔安と

遺棄について鉄管起爆粕 を行い.22mm径の銅管を

使った時政もよく爆発するという括無を称た11).そこ

で.托感性物質に対してft,最も船井しやすい22mm

径の錦管を用いる方法をとった｡また,釈放非瓜は少

ない方が保安上好ましいので,当方式では,22mm径

で長さ200mmの銅管を使って.妖散薬丑をBAM方

式に比べてはるかに少なくした｡BAM 方式の起畑に

用いている8号食管やヘキソーゲン伝億矧 ま日本にお

いでは通常市政されていないので,当方式では6号心
気雷管を用いた｡

･評価点と配点

BAM方式では m-ジニトtzベンゼンを基坤物質と

してその感度を0点としているが,この物質は当方式

で対象とする物質の中では比的 盛な缶穀に入る｡

そのため.当方式ではこのような基準は謀用できない

ので.0点の益坤を大きく下げた｡また.武功の柵

や牡をBAM方式と変えているので,それに応じた配

点を決めた｡

当方式IC採用した妖敦法と配点を一党喪にして.

TAbk2に示す.各就取法の牧草および評価点の求め

方の基甲を以下に述べる｡

Tablo2 Te8bandmaximumpointsindlisevdualioELmed10d

Sensitivity Test Max.pOlnt

8ScrLSiLiyityチgalnStthermAlactIOn ⅠgtlitiOntemper8lurC(Krupp'smethod)
20駄 CCriumirOnsp

arks 5Bhckpowd

erEuSe 5SmAIl

gBS血AmC 10RedglOwiTt

gSteelrOd 10ComlmtiontimeirLAredGIowi

ngsteddish 20Pr隅

ureYe弘eltcSt 30SCASilivilyag由nstmechzLnicalacdon Fricti○
ntest(JtSK一組lO) 50Drt}pham

mertCSt(JtSKJ810) 50Scnsilivitya伊lnSt Steeltube
det○nAtionimpaCttCSt 1仰detonationimpact 22mm ttJbe,200mm lcn

gth,b)astingcapNO.6(i)

発火点就鼓クルップ式発火点繊 辞を用いる｡評価点は.哉火

点が25℃以下の時20点,600℃以

上の時0点とし,その問は次式で求

める｡p.-一品T･讐(25≦T≦60

0) (2Iここに Pi;評価点 T:

発火点 (℃)(ii) 着火牲-a｡セリウム-鉄火

花就敦セ()ウムー鉄火花ライターから5mm稲でた位田の

訳科がライターの火花で帝火するか否かを桐べる｡｡串火線

細長さ50EZnの導火最の吹き火によって,5mm 取れ た位位の飲料が野火するか香かを調べる｡りトガ

ス炎法直径5mm,長さ20mm の小ガス炎の

約半分の炎を統

降につけて.飲料が野火するか香かを調べる｡｡赤熱鉄棒

釈放直径SmtTIの鉄棒を先薦約34 が明赤色にな

るまで加熟L

.これを10秒間辞科に押し当て,苛火するか香かを四ペる｡

なお,釈放

に供する拭科丑はいずれも0.5･･I.OtnLと

する｡評価点は,セlJウムー銭火花拭鼓と導火線

紋財 こついては,野火しない時0点.甘火するが,

横地が持故しない時は2点 着火し,飯 が持故する

時は5点とする｡小ガス炎轍 と赤熱鉄棒純良の点政は,不中火KogyoKByaku



火がo点.鰍 が持紋 しない着火が4息 完全苛火を

10点とする｡

(iii) 赤熱鉄鎖妖艶

バーナで赤熟した直径120mm.厚さ1mmの鉄鎖に

拭料1.0gを投入 し,野火の有無,および燃焼稚舵時

間を測定する｡評価点は,不着火および燃焼推挽時間

が20秒以上をo点とし,20秒以下の槍合は次式によっ

て与える｡

Pd-20-Lb (3J
(Lb≦2D)

ここに PL:赤触 釣-銑鉄の評価点

も;燃塊椎虎時周

(iY) 圧力容蕃繊

この紬 は過酸化物の安定性の納経 としてPl発さ

れ.発展してきたものであるが8)IJ).本研究では.鈍

感性物質にも嵐用できるように改良して用いた｡拭政

義匠の牧格をFig.1に示す｡帥艶法は,耗料Sgを容

JttIPttm
dl■C

her (以下PVLDと略称する)と

する｡評価点は,PVLDが6mn以上を25点とし,

それ以下の時は次式で与

える｡ppv

-讐D(∂≦6

) 川ここに.Ppy:圧力容帯紬 の

評価点か:PVu

)の伍なお,破裂枚が放れる際,火炎を伴えば.危

険性が商いとして.5点ブラスし,沸点は30点と

した｡(Y) 摩擦

感度稚触 法は刀SK4810-3.2.3に規定されている

摩繰感度民政による｡評価点は次式で与

える｡pp=50-莞M

IS)ここに,Pp=摩
擦感度M :摩擦盛庶拭敦での1/6爆点 く

kg)(vi) 衝撃感

度就敦JはK481013.2.1に規定されている搭つい

感度釈放による｡落ついは5kgのものを用い,1/6爆点が

100czn以上の時は0点を.それ以下の時は次式で評

価点を与え

る｡PL7--50-0.5H

(6)(H≦10

0)ここに,PLl:衝撃感度拭敦の

評価点H:搭つい感度釈放の1/6銀点 (

cn)(城) 鉄管起爆

感度糠Fig.1 Pre凱 revesseltes

t韓内にセ･/トし,オI)7イス載および破裂板を

容掛 こ取りつけ.容常下部から′く一十で加熱する｡加

熱こよる飲料の分解速度,破裂板の破裂圧およびオリ

フィス篠の3着の関係で破裂板が破裂するか香かが決定

され,分解速度が大きい亀.破裂板が破裂する最大の

オリフィス径が大きく

なる｡本研究での妖艶条件は以下の通 りと

した｡｡破裂板 .･0.017mm 犀のアIL,ミホイール,破

裂圧は約 0.45kg/a)2で

ある｡｡オt)7イス板の孔径 ･'0.5,0.6.0.7,0･8,0.9,

1.2,3.4,5.6mm の1

18#｡珊 丑 :5

g/回｡昇温速度 :20℃-so℃/

min｡釈放回欺 :同一孔雀で3回の就敦を行い.3

回弗破裂しない鹿小孔径を限界オlJ7イ

ス径-3481 F

真 汁 PYCt叩eX○.64ftbALtOrste●ltub■apfC▲■●nI p○11Cth11一rll■PVCtAPfLedpl●1st*flI/ W ll

′ Udt事■暮

,■

■～■

8

一lFJ'9.2 Stee)ttlbedebnadonimpcHcSt



内径22mm,外径28mm,長さ200mm の頼℡ (油 判別が田鮭なものについては,追加典故として4本の

圧配管用柵南炭細 管)に柵 を席め.起爆用の6号 6号電気冊管と束ねて起爆し.空妖故とのFqに明味な

屯銭甘管1本をFig.2に示せようにIt" トし,-柵 が 豊が見られた場合4鼓とした｡なお.空蛾 は.拭科

6号屯免官管によ.?て起爆するか香かを飼べる｡ と同一比延の砂-パーライト浪合物を拭科のかわりに

括集の判定はTAblC3に従って行う｡4鼓と5歳の 鋼管に充填して.6骨屯免筋管で起爆する｡評価点は

Tablo3 ThedaSSiGqliozLOEr肌 1tsonthesteeltubedetonation

impcltest

ChssiGc一li○n Result .pnun.hT ii

轟監Tnpig.en CIA891ThesteeItubeis血elysnzLShed. urgeCh882Thetubeiswhollydestroyed.Fragm ents○EtubeA

fehTge.PAnidlydetonAti○rLCh883 DeI○nAliOnispartiallypr○pgated.ThchAlEOEthetub

ein Middlel廿

lgthiSsplit.CIAB84 ThetubencaEthedetonatOrcncksoriSezpJldedmore SnaJIth

Aninthebhnktest.No C18885 革ⅩpAnSiOtIOEthettlben也rthedetonAtOrisBiLmeaSirLthe N○d

etonAtiOn blzLnktcst.Tablo4 PointBOh
heevdu且tionusediAthesteeltubedetonationitnpclte

stC1ABSirICAti○n Points

ChBSl 100

Ch8S2

80Ch曲3 60

ClaS84 30Chss5 0Ta

ble4に従って与える｡発火点的乱 中火性駅敢お

よび圧力容琴武臣の評価点の合計を私感皮の評価伍K
IA.席取成旺筑敦と衝撃感度拭魚の評伝点の合計を抱

損的エネルギー感度の評伝伍K.,.鉄管起爆釈放

の評伝点を爆ごう衝撃感度の評伝伍

Rlとする｡これら3磯の感度の評髄 はいずれも叔高点が･10

0点である｡感度の抱合評価伍

は.3範の盛皮を加井したG伍で衷わす｡GS

H,A+KM+Kd mなお.個々の感度が50点

を越えた場合,その感度が鋭感であること女史示する

ために.熟感度に対 してはT,織物的エネルギ一店皮に対してはM,爆

ごう衝撃感度に対してはDなる相棒をG伍

の府に付す｡3.括果および考察3.1 各櫨の物耳の評価点および評伝伍

拭鼓括無から和られた各種の物質の評価点.評価任の例をTAbleSに示す. 各感度の評伝任には.お互

いの相関性は見られず,物5削こよって.特赦が見られる｡たとえば

,過酸化ペンL/イル.p-ニトt)7ェ/-Jレナトリ

ウム盤,2アミノ-4-ニ ト｡7ェ′-ルナ トlJウム生年

は熟感度が鋭感であり.硝酸尿素,m-ジニ トtlベンゼン,2,

4-ジニト｡7ェ/-ル.2.4-ジニトF)ケtz

ルベンゼン.2.41ジニト｡トルエン,TNT 導は爆ごう帯革

感度が鋭感である｡また,2,6-ジグt.p-4

-ニ トt]アユJJンのように.機械的エネルギー感

度だけが鋭感で他の感度は全く何周がないようなもの

もある.それぞれの感度の中での各銑晩の評価点の関に

も相相性はない.たとえば,捜枕的エネルギー感度では.過酸化

ペン･/イル.2-アミノ11ニ トt)フェ/-ルナ ト

TJウム盤,〇一ニトt7安息香桝 は術隼感度粕 の評伝点が大き

いが,chクpt7ニト｡ベンゼン.p-ニト

F'フェノール.p-ニトt77ェ/-ルナ トリウ

ム盤苛は逆に摩舶 度紬 の評価点が大きい｡以上の括巣

より,国体爆発物の威齢 まエネルギ-の与え方により

並があり,どの租のエネルギーに対して飯盛であるか

は物賓によって界なることがわかる｡そのため,この

ように各項の感庶釈放を行い,評価点をつけると,そ

の物質がどのような刺戟に対して鋭感であるかが明ら

かになり,保安対無上非常に有効な資料が拘られる｡

また.必要があれば,本研究では行っていない他の

柾軌のエネルギーたとえ(稚気火花や銃撃等

を加える轍 も行い,評伝伍に組み入れは.より良い評価ができるものと考える｡

3.2 ニトElベンゼン研導体の構茸と総合辞任伍(6位)との関係Kogy
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sample TTLermAl McdlAni鴎I .Pet.Impact PK ed

eOEbg. Ce-FC FtLBC Gas Rod Di仙 P.Y. Ffih H.m. Tu

bO K川 Kd th GUreAnimte 7 0 0 4 4 16

3 16 20 loo 34 36 1叫 1700BenZOy)Peroxide 17 0
0 10 10 EI 25 0 30 30 82 30 30 142r0-ChIoronitroben放 ne 2 0 0 0 0 14 0 33 0

016 33 049PNitropheAOI 0 0 0 0 0 13 0 28

0 013 28 041p-NitrOphenolNA沖ll 9 0 2 10

10 19 30 0 30 080 30 0110r0-NitrobeTLZOicaCid 3 0
0 0 10 16 0 0 45 029 45 0742-Amino-4-nitrophd101Na姐ll ll 0 5 lO 10 18 30 0 45 084 45

0129rTn-DinitrObenEene 3 0 0 4 0 13 0 27 0
100 20 27 100 14782,4-Dinitrophcnol

3 0 0 0 4 13 6 10 45 80 26 55 80 161〟♪2.4-Ditlitrot○)uene 6 0 0 0 0 13 17 20 0 80 36 20 80

136♪TNT 7 0 0 4 0 15 25 15 8 1仰 51 23 loo 174rplnc.;IgnitioJHemPemttlre CPFe;Cerium iroTISP rb Fuse;Blackpowd



TabloBG-vdueofderiyzLtivesoEnitrobcnm e

eo2 L. .

Ⅹ 6-yalue Y G-

ydueH -

H 147♪NHl 64 NH2 96♪

C1 66 C1 1570

OH 41 OH

161〟■βONA 11

0丁 - -CH3 41 CH3

136♪Coon 77 - -CO.C1 23 - -T8ble7 G-valueofdriyzL

tivesoE 7n-nitroch-loroben五eneT8blo8 G-Value-ofmotto-,di
-andtrich]oro-nitr

obenZeneTable9 RelationbetwcempositionoEsubsti-

tuentsandGIYaJuePOsiti〇m NitrobenzDicacidChl○rOnitrObenヱe

ne〇一 74 497n- 27 70

p- 77 66モ′ニト｡ベンゼンとジニトtT

ベンゼンをペースとして,匿換基とG伍の関係をTable6に示す｡ニトt

Z基の効果は歴然としており,ニト17基の多いジニ

トFZベンゼンをペースとしたものの方がG任が大きくなっ T8ble10 G-valueoEn

itr0-andaminonitro-p

henolAJldtheirNasdtjSo2YX Ⅹ Y G-ⅦlueOH H 41ONA H 1107-OH

NHI 53ONa m 7 129rており,いずれもβ相横が

ついていることから,爆ごう衝撃感度が鋭感になっている

ことがわかる.置換基の櫛 とG値との関係については

奴則性は見られない｡次に,クtzt,ニトtZベンゼン

をベースとして,世換基とG伍との関係をTable7に示す

｡Ⅹの位置にNH2あるいはOHが入るとG伍は苓しく

低下する｡Table8には,ニトt)ベンゼンにCl基が

入った歩合のG任を示したが.Cl基の増加によるG値

の大きな変化は見られない｡一般に,置換基がその配向

性に従.I)た位隈に入った場合安定となるが,この安定性と

感度とは密接な関係がある

と考えられる｡ニトtl安息香酸とクt7Pニトt,ベンゼンに.

?いて,各異性体のG伍をTable9に示した｡

ニト｡安息香酸では.NO2基とCOOH基の配向性が.お互に7n-件に一敦することが,7n

一体のG値が小さくなっている理由と見られる｡クt

,I,ニト｡ベンゼンの場合,NO2基とCl基の

配向性が,相反していることが,p,Tn-,91

間にG位の著 しい差がみられない理由の一つと考えら

れる｡TablelOには,L･-ニ トt,フェ

ノール類とそのナ トリウム塩のG任を示す｡これより

,かニト｡フェノール類はナトリウム盤になると.熟感

度が増大して.G値が増加することがわかる｡

4.接 す‖ 一般の化学工場でよく取り扱われてい

る鈍感性物質の感度の評価法を堆奏した｡この評価法

は,物質に加えるエネルギ-の租新と感度との関係が明政

にするので.プラントの故計や工場の保安対兼

等の有益な資料となる｡また.これによって得られる感度の稔合

評価伍は物質の爆発危険性のランク付けやその物質を使う場合の1)スケを考える上で改葬なデ



基として入ると.非常に鈍感となる.また,クtZtZニ

トtZベンゼンのCl益の鼓はG伍に好守 しない｡

日 田換基が配向性に従った位匠に入ると,安定と

なるので.6位も小さくなる｡

ti)トニトt)7ェ′-ル薪はナ トlJウム盤となると,

私感虎の評伝伍が･蛾大し,G任が大きくなる｡

本研究は.(牡)エ薬火薬陰全盛旺専門称会の活動の

1つとして行ったもので,軽々の有益な御意見を1月い

た串良舘氏に感謝する｡また,本研究の連行に当り,

(財)火薬技術粗 金の助成金を受けた｡ここに謝意

を虫する.
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TheCharacterizationoftheSafetyHazardof$〇･caJJod

Non-sensitiveExpJosivesSubstanses

byTeruShigeOGAWA',IkuoFUKUYAMA+,JirohOHTANI仰,
Noboru YAGI♯ andShigeoSHIMIZU叫 事

Recentlym8mykindoEexplosivessutstanSeS atetrCAtCdinchemicalplaJlt. II

Wouldbedesirabletoestablishamethodascertaining thesafetyhzLnrdoEthese

substances. Dr.H_TreunzLnnetal. proposed the clmTZLCtCrizationohhesafety

haard oEpyroteclmiccompositionsbysinglevalue.WcdevelopedtheAPP)ication

oEthismethodthesensitivityofthesubstancesaJlddlZLngedsometestsourown

methods. By一his methodthesensitivityoEthem&teriAlagainsteachaCtiorLaLnd

血etotalexplosivehzLZardaLre ascertained.

TherelationbetweendleSenSitiyityofderiyationsoEnitrobenZerle肌dsotneki-

ndsoEthesubstituentsisexamined. ¶leSensitivityagainstdetonationimpactAcト

ionincreasebyincremmtOEmicrogroup. ThesensitivityofchloroniLroben托mCis

notdectedbynumberoEchlorogroup.ILpositionsoEsubstituent8agreetOtheir

orientation,thesensitivityiSlow. Thesodium SaltoE9-nitrophenolor218minol4-

nitrophenolissensitiveagaJnStthermalaction.
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化学物安の申故防ごう-E]化協 Jlン

フレットを配布

日本化学工黄協会 (会長丸田芳飾花王石鹸社長)

は化学物質による事故を防止するため18日,r化学

物質による不慮の爆発 ･火災を防ぐために｣と題ナ

I.'ンフレ･Jトを作成し,これから会見会社や会員用

体に向けて配布していく｡この′.'ンフレ･Jトは米国

のダウケミカル杜が作ったr反応性物質の安全指針｣

を参考にまとめたもので,①今まで放り扱った経敦

のない化学物質を使用十る時にはその化学構造式を

ながめてほしい◎危険の疑いがある場合は専門家に

相放してほしい- と呼びかけている｡化学工業で

取り扱う化学物質の種類が増え,事故対策が急掛 こ

なっていることから,同協会はとりあえずこのバン

フレ･/トを良和することにしたもの｡

パンフレットにはアセチレン化合物,ジアゾ化合

物など合計39の化学籍合を構造式として明紀し,こ

の構造式を含む化学物質は安全性について凍う必醇

があるとしている｡さらに参考文献や専門研究機的

なども紹介しており,危験の疑いのある物質を使う

場合には群前に物質の安全評価を済ませるように呼

びかけている｡

出典 :日軽産業新聞 1980年11月19日

KogyoKayakLJ.Vo1.41,No.6.1980 -353-




